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夜間…ヘッドライトをこまめに切り替え

遠目ライトで早期発見 事故防止

夜間…歩行者・自転車が、「いるかもしれない」

かもしれない運転で事故防止

夜8時 横断歩道を渡っていた男性

軽乗用車にはねられ男性が重体 運転していた男性を逮捕

近くに街灯はなく当時はあたりは暗かった

２０２０／９／１５（火） １３：５７

１４日午後８時頃、熊本県で横断歩道を渡っていた男性（６３）が軽乗用車にはねられ、全身を強く打ち意識

不明の重体となっています。警察は、軽乗用車を運転していた男性容疑者（６８）を現行犯逮捕しました。現場

は、見通しの良い片側一車線の直線道路となっていますが近くに街灯はなく当時はあたりは暗かったということ

です。警察の調べに対し容疑者は「横断歩道で人をはねて怪我をさせたことは間違いない」と容疑を認めている

ということです。

工事現場で、大型クレーンごと７メートル落下

重体だったクレーン運転手が死亡

２０２０／９／１５（火） １２：０９

福岡県の工事現場で作業中の大型クレーンが倒れた事故で、重体となっていた運転手の男性（６２）が死亡しま

した。男性は１２日、土台の工事のために大型クレーンを運転していた際に、クレーンごと７メートル下に落ち、

意識不明の重体になりました。その後、病院で手当てを受けていたものの、警察によりますと１５日未明に死亡し

たということです。この事故をめぐっては、警察と労働基準監督署がクレーンが倒れたいきさつを調べ、業務上

過失致死容疑を視野に安全管理に問題がなかったか捜査しています。


